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第7回

［⽇ 時］ 平成25年11⽉16⽇（⼟） 
［場 所］ ⽯巻専修⼤学４号館１階 4103教室 
［テーマ］ 「住みたい，⾏きたいまちとは」
［講 師］ 丸岡  泰 ⽒（⽯巻専修⼤学 経営学部教授）
［使⽤したテキスト］ 
    ・『耕⼈』H25_7.pdf （塾⻑から塾⽣へのメッセージ︓第７号）
 
［活動内容詳細］
18︓30 開会の挨拶（⽊村塾⻑） 
概要︓塾⻑は，ＡＮＡ初の⼥性パイロット⼩林郁⼦さんの話を取り上げ，「⼩林さんは，24歳の時に
「絶対パイロットになる」と決めてから11年かかり，現在エアーセントラルの副操縦⼠として活躍して
います。⾃⼒で免許を取得するためには1千万円のお⾦と猛勉強と厳しい訓練が必要で，休⽇返上で働い
て資⾦を貯め，⼨暇を惜しんで勉強をし，厳しい訓練にも耐え抜いたそうです。⼩林さんは，「ああな
りたい」とか「こうなりたいとか」⼝にされる⽅は⼤勢いますが，⾏動に移さない⽅が多いので「本当
になりたいと思っているの︖」と感じてしまうそうです。「こうなりたい」という思いが本当にあれ
ば，そのように⾃分で⾏動していくと思うとも述べています。そうしなければただの願望で終わってし
まうし，夢に近づくことだってできないと思いますとも述べています。」と話されました。
 さらに塾⻑は，「⼼が変われば⾏動が変わる ⾏動が変われば習慣が変わる 習慣が変われば⼈格が
変わる ⼈格が変われば運命が変わる」という松井秀喜の恩師である⼭下智茂さんを⾔葉を取り上げ，
ショート講話を閉じました。

               
18:35「⾼橋花織さんの弁論発表」 
 第51回⽯巻地区中学校⽣徒弁論⼤会で，最優秀賞となった塾⽣⾼橋花織さんの弁論を発表してもらい
ました。
 ⾼橋さんは，耕⼈塾の活動を弁論の内容として取り上げ，「出会いの扉」の演題で意⾒を発表しまし
た。弁論の中で⾼橋さんは，「中⾼⽣を対象にした⼈間⼒を磨く耕⼈塾で多分野の講師に接し，⼈間は
⼀⼈では⽣きていけない。多くの出会いを重ね，新しい⾃分と会うことができた」と述べました。
 塾⽣はもちろん，会場にいた⼤⼈達の⼼を揺さぶる素晴らしい発表でした。

https://koujinjyuku.jpn.org/
https://koujinjyuku.jpn.org/page_20180811091107
https://koujinjyuku.jpn.org/wysiwyg/file/download/1/134


 

 
18︓40 『住みたい，⾏きたい街とは』 
概要︓⽯巻地⽅の経済発展には，観光が重要ではないかという視点で研究をしていらっしゃる⽯巻専修
⼤学経済学部教授の丸岡先⽣から，『住みたい，⾏きたいまちとは』というテーマでお話をいただきま
した。

 はじめに，丸岡先⽣は，「住む⼈が好むまちと観光客が好むまちは少し違うこともある」と話されま
した。そして，「全員が気に⼊るまちづくりは困難であり，あるものを簡単に取り除くことはできな
い。そこで，最⼤公約数となるまちの個性を磨くことが⼤切です。」と話され，いくつかのまちの事例
を紹介してくださいました。
 事例の1つは，炭鉱で栄えていた頃は世界⼀の⼈⼝密度で今，は無⼈島となった⻑崎市端島（軍艦島）
でした。事例を基に，⽇本の地⽅の町の現状は，第⼀次産業（農業・漁業）が停滞し，第⼆次産業（製
造業）は空洞化（アジアへ），第三次産業（サービス業）が経済の中⼼となっていると話されました。
さらに，第三次産業はお客さんの多い都市部に集中するが，観光は地⽅で可能性がある数少ない有望な
サービス産業になると話されました。

 次に，⽯巻というまちについてお話いただきました。⽯巻は港町でありまちの⾻格は来訪者向けにで



きているが，200カイリ規制や捕鯨の困難化などから，来訪者は漁業関係者から家族連れへと変化してき
ていると話されました。
 このような状況にある⽯巻で，まちづくりと観光の資源として何があるのか，そのいくつかが紹介さ
れました。紹介されたのは，アート活動が活発な⽯巻の姿やサン・ファン・バウティスタ号で出航した
慶⻑使節，⽯巻名産の牡蠣などでした。
 そして，それらの観光資源を結びつけ，相乗効果を図ることが⼤切ですと話されました。

 
 講話の最後に丸岡先⽣は，「みなさんの⽯巻活性化への挑戦に期待しています。」と塾⽣に話されま
した。
 
                      
19︓40  『アトリエ・コパン新妻先⽣によるワークショップ』 
 続いて，丸岡先⽣の講話でも取り上げられたアトリエ・コパン主宰の新妻健悦先⽣にワークショップ
をしていただきました。

 
 はじめに新妻先⽣は，「⼈には〈社会的存在〉の部分と〈個的的存在〉の両⾯があり，バランスが取
れていることが⼤切です。そして，造形活動にも〈他者に伝える表現〉と〈⾃分⾃⾝の気持ちのまま表
現〉する２つがあり，この２つを⾏ったり来たりするのが実際の造形活動です。」と話されました。
 このような考え⽅を踏まえて，紙でサン・ファン・バイティスタのような船をつくる活動が⾏われま
した。



 
 どの塾⽣も夢中になって，紙と向き合ってつくり続けていました。その姿は，まさに〈他者に伝える
表現〉と〈⾃分⾃⾝の気持ちのまま表現〉する造形活動そのものでした。
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